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(1) 目的： 近年，都市化が進み，産業や人口が都市

へ一極集中し，都市域が拡大してきた．都市生

活の中で我々は自然環境から隔離され，自然を

意識する機会が少なくなっている．また，都市

化とともにライフスタイルも多様化し，生活は

不規則なものになり，生活リズムも自然とかけ

離れたものになっている．心的ストレスや生活

リズムの乱れなどを抱えた都市生活者が「癒し」

や季節感，自然との触れ合いを求めて，森林に

回帰しようとする動きがでてきた． 
 森林は人間にとって，その精神面に根ざした文

化・芸術的資源であり，根源的に永続的に必要な

ものである．そして，都市生活者はもっと身近に，

都市空間においても自然を身近に置きたいという

欲求を常に持っている（櫻井(1995)）．そこでより日

常に即した形で都市生活者の抱える問題を解決す

る方法を考えた． 

   その方法として，「森時間」を提案する．森時間と

は森林音が刻む時間である．森林内に置かれたマ

イクが拾う自然音は，様々な構成要素から成り立っ

ていて，1 日の中でも常に変化している．鳥・鹿，帰

るなど動物の鳴き声，風雨などの気象現象による

音などが合わさって形成されるサウンドスケープの

時間軸を取り出し，「森時間」と呼ぶことにする．こ

の森時間を生活の中に取り込むことで，森林に親

しむだけでなく，生活リズムの改善や心理的ストレ

ス軽減などに効果があるのではないか． 

(2) 方法：  

 森時計： 森時間を刻む時計で，森林音を 24 時

間流し続ける時計である．普通の時計と違うの

は，時刻が表示されないことで，森林音が文字

盤と針の変わりとなる．早朝，鳥の声とともに

目覚め，夜には虫の声を遠くに聞きながらねる

という，あたかも自然の中にいるような体験が

できる．森から離れた都市生活者に日常的に利

用してもらい，その効果を定量的に評価する． 

 実装システム:  森時計では森林音を24時間

流すことを予定している．これを可能にするため，

富士癒しの森研究所にインターネット回線を通

じて24時間配信できるマイクの設置を計画して

いる．配信システムは現在秩父演習林で使用され

ているものと同様のものを使う．森時計側では森

林音の受信と音出力を小型LinuxPCを利用し制

御する．また，より手軽に楽しめるようスマート

フォン用の森時計アプリケーションの開発も行

う． 

(3) 評価: 第一段階として，森時計を使ってもらい，

音量など心地よい再生環境について調査する．最

終的に，被験者の比較調査やSD法やPOMSを利用

した調査の実施を検討している． 
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図 1: 森時間の概念 図 2: 森時計システム概要 


